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プロジェクトの目的と参加機関 
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大学や研究機関に分散して存在する超高層大気
地上観測データを効率的に検索・取得するための
インフラを整備する 

 IGY(1957-8年)以来の国際共同観測事業で蓄積された
多様かつ膨大な観測データ(アナログ・デジタル)の流通 

 分野横断型のデータ解析による太陽地球系物理学研
究の進展、特に超高層大気長期変動のメカニズム解明 
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IUGONET参加機関による観測ネットワーク 
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初年度：多点情報交換システムを導入し、「超高層大気科学バーチャル観測所」を実現する。データ
のメタ情報の統一形式を策定する。 
2年度：データ解析ソフトウェアを開発し、データベース化を進める。メタ情報の抽出作業を開始す
る。 
3年度：メタ情報をデータベース化し、解析ソフトウェアとともに   公開する。 

4-5年度：過去20年間に蓄積された観測データのデータベース化 

6年度：成果を総括し、「バーチャル観測所」の関連他分野への拡大・統合を検討。 
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項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考 

バ
ー
チ
ャ
ル
 

情
報
拠
点
 

構築と運営 
システム導入  

 
多点情報交換システムを各機
関に導入し、緊密な連携体制
を実現する。 

拡大 
プロジェクトの成果を総括し、
関連他分野への拡大や統合を
検討する。 

メ
タ
デ
ー
タ

D
B

 
シ
ス
テ
ム
 

システム開発 
プロトタイプ
調査・開発 
 

公開バージョ
ン開発 
 

一般に公開 
 

 
 

DSpaceをベースに、メタ
データの登録・検索などを行
うシステムを開発する。 

システム運用 
システム増強 メタデータDBの定常運用を

行う。定期的なカスタマイズ
を行う。 

メ
タ
デ
ー
タ
 共通フォーマッ

ト策定 

Ver.1の策定 ドキュメント
整備 

超高層大気地上観測データに
適した共通のメタデータ
フォーマットを策定する。 

メタデータ作成 
メタデータ作
成スタート 
 

一般に公開 
 

各機関の観測データからメタ
データを抽出し、DB化する。 

デ
ー
タ
解
析
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

調査・仕様策定 
開発環境整備 
仕様策定 

ドキュメント
整備 

各機関の観測データに即した
可視化・解析ソフトの仕様を
策定する。 

プログラム開発 
プログラム開
発スタート 

一般に公開 IDL+TDASを用いたプログラ
ム開発を進める。 

そ
の
他
 

観測DB再整備 
各機関で観測DBの再整備を
進める。未公開データについ
てもDB化をはかる。 

サイエンス研究
への応用 

 
 

開発プロダクトの自己評価お
よび実践的な利用方法の紹介
を行う。 

アウトリーチ活
動 

ホームページ
立ち上げ 
 

IUGONETの開発プロダクト
が研究インフラとして根付く
ための普及・宣伝活動を行う。 

プロジェクトの年次計画 

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う 

メタデータ作成・解析ソフト
開発に対応した再整備 

後半はアナログデータのデジタル化など、
DB化されてないデータを整備する 

解析・画像処理機能の拡充 
        

必要に応じてフォーマットのアップデートを実施 

開発プロダクトに関する定期的な講習会やSNSを利用した
チュートリアル動画の配信などを実施する 

開発プロダクトを利用して、各機関の観測データを
用いた分野横断型の解析研究を行う 
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開発メンバーの活動グループ・チーム 

→ 佐藤由佳 
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メタデータDBの開発 

データベースシステ
ム 

http://search.iugonet.org/iugonet 

2012年3月より公開 

登録メタデータ総数(昨年3/22) 

165万 7517件 
※このうち、データセットの
メタデータについては、
711件 

大学や研究機関の学術情報リポジトリ等
で広く利用されているDSpace(オープン
ソースのソフトウェア)をカスタマイズ 

 メタデータフォーマット 

SPASEメタデータフォーマットをベースに、
超高層大気地上観測データの特徴に合
わせて若干の拡張 

２/28現在 
7,917,728件 
データセット、観測サイト、装置など 

2,552件 
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データ解析ソフトウェア(UDAS)の開発 

各機関で公開される観測データを可視化・
解 析 す る た め の ツ ー ル を 、
IDL+TDAS(THEMIS Analysis 

Software Suite)をベースにして開発 

様々な種類のデータを比較しやすいように時系列
プロットをスタックして表示 

IDLに詳しくないユーザーでもでもお手軽にデータ
の表示や解析ができるようにGUIも用意 
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データ解析ソフトウェア(UDAS)の開発 

http://www.iugonet.org/software.html 

 インストールマニュアル、
スクリーンショット、デモ
動画、講習会資料なども
準備 

 IDL/TDASのパッチとし

てプロジェクトのウェブ
ページから配布 

2012年2月より 

v1.00を公開 
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アウトリーチ活動 

開発プロダクトの普及を目指した活動を展開中 

メタデータDBやUDASの使い方、および各

機関の代表的な観測データの解析方法に
ついての集中講義。 

http://www.youtube.com/user/iugonet2009 

2011/7/27のデータ解析講習会の様子 

 IUGONETチャンネル 

データ解析講習会 

メタデータDBやUDASのチュートリアルな
ど様々な動画コンテンツをアーカイブ。 

平成24年度は8月(@極地研)と2月(@RISH)で
実施。 

News Letterの発行 

パンフレットの発行 
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まとめ（H24の報告） 

• メタデータデータベースへの登録を着実に実施した 

  外部協力機関の提供メタデータをあわせ、現在約790

万件されている（昨年末は約160万件）。 

• データ解析ソフトウエア（UDAS）バージョンアップを
行い、講習会2回実施した。 

• 検索システムの増強、登録データリスト（MDDBへリン
ク）作成、連想検索への取り組みを実施した 

• メタデータDB、ソフトを用いた研究の促進を行った 

• IUGONETのニュースレターを発行、パンフレットの更
新を行った。また海外でIUGONETに関する講習を行っ
た。 
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